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地域エンパワねっと 
 
 
学生力×地域力＝∞。 
大津市内2地域とのコラボを通じて、
地域活性化を実地に学びます。 
テーマは地域住民とともに学生自身
が見つけ出します。社会学部教育を
特徴づけるプログラムです。 

「子どもにやさしいまち」 
        を作ろう 

 
現在、貧困、虐待、いじめ、体罰など、子ど

もが苦しんでいる問題がたくさんあります。

本プロジェクトでは「体罰をみんなで考える

ネットワーク」などと連携して、体験型学習

をします。小学生、中学生を対象とするアン

ケート調査も経験できます。 

 

The First Aid 
 
 
消防局の協力のもと救命救急の知識
と技術を高め、防災について科学的
に分析する能力も身に着け、学生自
らが地域防災に関するユニークなプ
ランを社会に提供することを目指し
ています。 

雑創の森プレイスクール 
    プレイワーカー 

 
冒険遊び場(プレイパーク)で子ども
たちの遊びを支援し、上手に遊べる
おとなになることを目指します。実
際のプレイスクールで、実習体験を
通して知識や技術を学びます。 

NEW! 大学は社会共生に 
    何ができるのか 
―文化財から“マネー”を創出する― 

 
改正文化財保護法施行で観光におけ
る文化財の活用促進が一気に加速し
ます。滋賀の文化財というリソース
を最大限活用し、マネーの創出法を
学生・行政・NPOのコラボで考え
ます。 

NEW! お寺で地域づくり 
     プロジェクト 

 
今、地域づくりの拠点となっている
お寺があることはご存じですか？ 
子どもや高齢者の居場所づくりなど
の活動に参画したり、その活動をお
寺の内外に広報する取り組みを行い
ます。  

NEW! 伏見の食材を活かした 
  特産品づくりと地域連携 
 
日本酒、桃、寒天など京都伏見ゆか
りの食材を使い、食品流通業、行政、
障がい者が農業で働く社会福祉法人
など地域の人たちと協力しながら、
新しい特産品開発を目指します。 

事前登録の方法は裏
面へ！ 

 

プロジェクト紹介文章 
（80字前後） 

プロジェクト紹介文章 
（80字前後） 

プロジェクト紹介文章 
（80字前後） 

【お問い合わせ先】 
6-106 社会共生実習支援室 

(教務課の隣) 
TEL:077-544-7230 

E-mail:co-ex@ad.ryukoku.ac.jp 
月・水～金 9:00-17:30 

 火 10:45-17:30 

 

活動の様子は 
こちらから！ 
随時更新中♪ 「社会共生実習」WEBサイト 

これが 
ラストチャンス！ 

大きな１歩を 
踏み出そう 

【応募方法】 
期  間：3月18日(月)9:00～22日(金)13:00<時間厳守> 

手続方法：ポータルサイトのアンケート 

     【2019年度「社会共生実習」追加募集について】 

     にて、希望プロジェクトの志望動機など、必要 

     事項を回答する。 

結果発表：受講が許可された場合は、4月7日(日)にWeb履修 

登録画面上で「確定」として表示されます。 

こちらのプロジェクトは
追加募集を行いません。 

こちらのプロジェクトは
追加募集を行いません。 

こちらのプロジェクトは
追加募集を行いません。 



＜よくある質問＞ 
 

Ｑ．どんなスキルが身につきますか？ 

Ａ．どのプロジェクトも、社会で実際に活動している人たちと接することで、コミュニ

ケーションスキル、インタビュースキル、プレゼンテーションスキル、調査力、企画

力、広報力など、さまざまなスキルが身につきます。 
 
Ｑ．活動に関する費用は必要ですか？ 

Ａ．全額補助されるプロジェクトや一部負担が必要なプロジェクトなど、プロジェクトに

よります。詳しくは、紙面左下のQRコードから『2019年度「社会共生実習」プロ

ジェクト紹介冊子』をご覧ください。冊子は、社会共生実習支援室でも入手できます。 
 
Ｑ．部活、アルバイトなどで時間があまりとれません。それでも受講できますか？  

Ａ．プロジェクトによっては、チームを組んだり、受講者全員で担当を決めて活動します

が、担当教員や受講生の仲間と相談することができます。 

NEW! お寺で地域づくりプロジェクト 
 

あ 
（実習内容についての紹介文） 

子どもが苦しんでいる問題がたくさんあります。 
本プロジェクトで NEW! 伏見の食材を活かした 

     特産品づくりと地域連携 
消防局の協力のもと救命救急の知識と技術を高め、 
（実習内容についての紹介文） 
防災について科学的に分析する能力も身に着け、 
社会に提供することを目指しています。 

NEW! 大学は社会共生に何ができるのか 
   ―文化財から“マネー”を創出す
る― 
 
（実習内容についての紹介文）生と地域住民が相互にエンパワメント（潜在
化した力を 
き出すこと）し、学びあう実習です。大津市内の地域諸 
団体との協働関係のもとに課題を「発見」→「解決」→ 

活動イメージ 
写真 

活動イメージ 
写真 

活動イメージ 
写真 

【お問い合わせ先】 
6-106 社会共生実習支援室（教務課の隣） 

TEL:077-544-7230 
E-mail:co-ex@ad.ryukoku.ac.jp 

月・水～金 9:00-17:30 /  火 10:45-17:30 

 
 
 

＜受講者の声＞ 
・自分達が考えた企画や考えを先生にみてもらい、意見やアドバイスを言ってもらうという体

験はすごく面白いと感じたし、深い考えを聞かせてもらえることがよかった。 
・地域の人と関われる、考える力がついた、グループワークで話す力がついた。 

・地域の方と交流できる。コミュニケーション能力があがる。 
・色々な意味で「大人」になれたと思います。通常の座学では絶対に学べないことを学べた事

は財産です。 
・自信が身に付きました。自分ってこんなにがんばってんで！だからこれぐらいヨユーやで！

と心の奥底で思えています。 
・実際に現地に行って現地の人の話をきいたり交流ができたことがよかった。 
・他学科、他学年、学校外の人と話す機会が圧倒的に増えて、自分の意見を怖がらず発言で

きるようになりました。 里山に関しては、人の話をじっくり聞き取る機会って、普段生活してい

てあまりないので、とても良い経験になりました。 
・他学科の学生とも活動できるため、多様な視点から意見が聞けること。普段なら関わること

が難しいので、共生実習だからこその良さだと思う。 
・自分の目標につながる学びができている。 
・研究、教育、社会貢献を経験できて、とてもやりがいを感じています。 

 

 

「社会共生実習」は、社会学部の全3学科が共同で運営する実習科目です。 

所属教員が多様なプロジェクトを提供しており、社会学部の学生は所属学科を問わず希望す

るプロジェクトに参加申し込みをすることができます。各プロジェクトは、教員がそれぞれ

の活動フィールドにおける経験や人的ネットワークを基に構築したものです。 
 

自分の目標につながる学びができている。 

研究、教育、社会貢献を経験できて、とてもやりがいを感じています。 

受講者の声 
自分達が考えた企画や考えを先生にみてもらい、意見やアドバイスを

言ってもらうという体験はすごく面白いと感じたし、深い考えを聞か

せてもらえることがよかった。 

他学科、他学年、学校外の人と話す機会が圧倒的に増えて、自分の意見

を怖がらず発言できるようになりました。 

受講するかしないかで悩んでいる人は絶対とるべきです！大変なこと

も多かったけど、１年間を振り返ってみると楽しかった想い出の方が

数倍多いです。今しかできない活動をして大学生活を有意義なものに

してください！ 

自信が身に付きました。自分ってこんなにがんばってんで！だからこれ

ぐらいヨユーやで！と心の奥底で思えています。 

地域の人と関われる、考える力がついた、グループワークで話す力がついた。 

お問い合わせ先 

社会共生実習支援室（6-106／教務課の隣） 
TEL:077-544-7230 

E-mail:co-ex@ad.ryukoku.ac.jp 
【月・水～金】 9:00-17:30 
【月・火～金】 10:45-17:30 

【お問い合わせ先】 
社会共生実習支援室／6-106 

TEL:077-544-7230 
E-mail:co-ex@ad.ryukoku.ac.jp 

月・水～金 9:00-17:30 
 火 10:45-17:30 

社会共生実習ってなに？ 

 
• 本実習は、土･日･祝日及び休業期間の実習を伴うことがあります。『2019年度「社会共
生実習」プロジェクト紹介』を熟読し、課外活動等を考慮の上、登録してください。 

• プロジェクトには、募集学生数の上限、下限が設定されています。受講希望者が下限を下
回った場合は不開講となります。あらかじめご了承ください。 

• 受講決定後は取り消しができません。ご注意ください。 
 

留意事項 

● ● 

社会 
共生実習 
支援室 

社会学部
教務課 

6号館 １ 階 

●どのプロジェクトに登録するか悩んでいる… 
●他の課外活動やバイトと両立できるかな？ 
●もう少し、詳しい内容を知りたい。 
●先輩達ってどんな活動してたのかな？ 
 
社会共生実習支援室では、 
皆さんの履修相談をいつでも受け付けています。 
どんなに小さな疑問・相談事でもＯＫ！ 
気軽にご来室ください。 

２号館側 

８号館側 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年度「社会共生実習」プロジェクト紹介 
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2019 年度「社会共生実習（地域エンパワねっと）」概要 

プロジェクト名 
地域エンパワねっと 

（大津エンパワねっとコース：龍谷大学まちづくりコーディネーター課程） 

担当者名 各学科から選出される 3名 

プロジェクトの概要 

 社会学部独自の地域連携型教育プログラム「大津エンパワねっ

とコース」の中核となるプロジェクトです。 

 1 年目前期の活動 

大学の地元である大津市で活動している方々（自治会、地域づ

くり団体、民生委員・児童委員、社会福祉協議会、子ども会、

老人倶楽部、NPO、ボランティア、企業、行政など）からヒ

アリングしたり、活動に参加したりして、地域住民の皆さんと

一緒に地域の「課題を発見」します。 

 1 年目後期の活動 

発見した「課題の解決」に向けて、チームで企画を考えて実行

し、その結果や成果を地域の皆さんと「共有」します。 

 2 年目の活動 

1 年目に築いた地域の皆さんとの信頼関係を基盤に、地域団体

などの活動にメンバーとして参画し、地域課題の解決にさらに

深く関わります。後輩への指導を通じて、学びのさらなる定着

を目指します。 

 ３年目の活動 

2 年間かけて培った信頼関係とスキルを活かして、対象地域が

抱えるより深いレベルの課題に対する解決方策を立案し、地域

の皆さんをコーディネートしながら、実施します。後輩への指

導を通じて、学びのさらなる定着と指導力の向上を目指しま

す。 

 身につく力 

様々なフィールドワークやワークショップを通じて、コーディ

ネート力、インタビュースキル、調査スキル、企画力、企画書

作成力、広報力、プレゼンテーション力などが身につきます。 

 得られる資格 

本実習のほかに、「大学と地域をつなぐ特別講義」を受講し、

所定の対応科目の単位を修得することによって、「龍谷大学ま

ちづくりコーディネーター」の認定を受けることができます。

詳細は履修要項を確認してください。 

 

 

１ 
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募集学生数 上限 ４０ 名、下限 ６ 名 

活動場所 大津市瀬田東学区 もしくは 大津市中央地区 

成績評価方法 

 
※実習科目ですので、1 セメス 

ターにつき60時間以上の実 

習（うち 40 時間は原則とし 

て学外）を要します。 

１年目前期 １年目後期 

第 3・５・７セメスター 第 4・６・８セメスター 

※第 5 セメスター生であって

も、エンパワねっと受講が初め

ての学生は１年目とする。 

〔到達目標〕地域課題を発見す

る。 

〔成績評価方法〕 

①平常点（60％） 

全体授業や地域活動、チーム活

動への主体的参加度や学びの深

まりについて、各自が作成する

「ポートフォリオ」を中心に評

価する。 

②レポート（40％） 

本実習を通しての学びについて

まとめたレポートで評価する。 

※第６セメスター生であって

も、エンパワねっと受講が初め

ての学生は１年目とする。 

〔到達目標〕地域住民と協力し

て地域課題の解決方策を立案

し、それを実践する。 

〔成績評価方法〕 

①平常点（60％） 

全体授業や地域活動、チーム活

動への主体的参加度や学びの深

まりについて、各自が作成する

「ポートフォリオ」を中心に評

価する。 

②レポート（40％） 

本実習を通しての学びについて

まとめたレポートで評価する。 

２年目前期 ２年目後期 

第５・７セメスター 第６・８セメスター 

〔到達目標〕地域団体などの活

動にメンバーとして参画し、協

働できるようになる。 

〔成績評価方法〕 

①平常点（60％） 

各自が作成する「ポートフォリ

オ」を中心に評価する。 

②レポート（40％） 

本実習を通しての学びについて

まとめたレポートで評価する。 

〔到達目標〕地域団体などの活

動にメンバーとして参画し、そ

の活動成果を地域にフィードバ

ックできるようになる。 

〔成績評価方法〕 

①平常点（60％） 

各自が作成する「ポートフォリ

オ」を中心に評価する。 

「ボランティアコーディネーシ

ョン力検定」3 級などの関連す

る外部資格を取得した場合、プ

ラスに評価する。 

②レポート（40％） 

本実習を通しての学びについて

まとめたレポートで評価する。 

※人数は目安です 
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３年目前期 ３年目後期 

第７セメスター 第 8 セメスター 

〔到達目標〕既存の地域団体で

は解決できない課題を設定し、

その解決方策を立案して、地域

団体や地域住民の合意と協力を

調達できるようになる。 

〔成績評価方法〕 

①平常点（60％） 

各自が作成する「ポートフォリ

オ」を中心に評価する。 

②レポート（40％） 

本実習を通しての学びについて

まとめたレポートで評価する。 

〔到達目標〕前期において自ら

設定した課題に対する解決方策

を実施するために、地域団体や

地域住民をコーディネートでき

るようになる。 

〔成績評価方法〕 

①平常点（60％） 

各自が作成する「ポートフォリ

オ」を中心に評価する。 

「ボランティアコーディネーシ

ョン力検定」2 級などの関連す

る外部資格を取得した場合、プ

ラスに評価する。 

②レポート（40％） 

本実習を通しての学びについて

まとめたレポートで評価する。 

201９年度の 

活動スケジュール 

概要 

1 年目の学生 

4 月：オリエンテーション、まちあるき、地域デビュー 

5～7月：チームに分かれて地域活動に参加し、情報収集や関係者

へのインタビュー（⇒課題の発見へ） 

7 月下旬：前期報告会 

9～1月：チームごとに課題の解決に向けた企画の立案、準備、実

施を行う（⇒課題の解決へ） 

1 月下旬：後期報告会（⇒地域との共有） 

2 年目の学生 

1 年目修了後（1～3月）：地域参画の交渉、準備 

4 月～7 月：前期の地域参画活動 

7 月下旬：前期報告会 

8 月～1 月：後期の地域参画活動 

1 月下旬：後期報告会 

３年目の学生 

2 年目修了後（1～3月）：地域への提案の準備と実施への交渉 

4 月～7 月：前期の地域活動 

7 月下旬：前期報告会 

8 月～1 月：後期の地域活動 

1 月下旬：後期報告会 
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担当者からの 

メッセージ 

（留意点など） 

エンパワねっとは 12年目を迎えます。これまで地元地域の住民

の皆さんが本気で先輩たちと向き合い、「大人への脱皮」を後押し

してくださいました。 

 粘り強く地域の皆さんと協働を積み重ねていこう――そういう

気概をもった皆さんの参画を求めます。 
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2019 年度「社会共生実習（「子どもにやさしいまち」を作ろう）」概要 

 

  

２ 

こちらのプロジェクトは 

追加募集を行いません。 
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2019 年度「社会共生実習（The First Aid）」概要 

プロジェクト名 The First Aid 

担当者名 栗田修司 

プロジェクトの概要 

大津市消防局等や市役所危機・防災課、消防団、寺院等の協力を得

て、救命救急の知識習得（3 セメ）と、上級救命講習の受講（4 セメ）、

普通救命講習の指導者として大津市内の防災訓練等で活躍（4 セメ）、

防災士資格を目指しつつ地域防災を学び（5 セメ）、防災訓練を盛り込

んだ地域イベント等を計画・実施（6 セメ）、被災地における活動や海

外の支援組織との交流（7 セメ）さらに各自の研究を遂行する（8 セメ）

ことで学生の発信力を高め地域との共生を図り、消防防災を通じた

国際交流と研究を行うことを目指します。 

 

募集学生数 上限 １０名、下限 １名 （2 年生 3 年生の合計人数） 

活動場所 

大津市消防局、大津市役所危機・防災課、湖南広域消防局、消防団

や寺院、スイスの救命機関等を想定。以上を 

① 見学先とします。（３、４、５、６、７セメ） 

② 救命と地域防災のプログラム実施先とします。（5、6 セメ） 

③ 被災地支援や国際交流の実施（３、5、7 セメ） 

④ 各自の計画に基づく研究の遂行（6、7、8 セメ） 

 

成績評価方法 

 
※実習科目ですので、1 セメス 

ターにつき60時間以上の実 

習（うち 40 時間は原則とし 

て学外）を要します。 

「社会共生実習ⅠA」（前期） 「社会共生実習ⅠB」（後期） 

第 3 セメスター 第 4 セメスター 

防災救急救命の基礎知識の習得

のための講義受講や消防・防災

関連施設の見学、普通救命救急

講習参加等の実習を経たうえで

レポートを提出し、参加態度や

レポートで評価します。 

海外の機関とのネットを通じた

交流も予定しています。 

 

 

 

 

 

 

避難行動要支援者や地域防災に

関する講義受講、上級救命講習

参加の実習、防災訓練で普通救

命講習を担当し、防災士資格取

得を目指します。参加態度、報

告やレポートで評価します。 

３ 

※人数は目安です 
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「社会共生実習ⅡA」（前期） 「社会共生実習ⅡB」（後期） 

第５セメスター 第６セメスター 

地域防災の在り方を大津市役所

危機・防災課や自治体などの見

学や討論から学び、後輩への助

言も行います。海外の機関との

ネットを通じた交流も予定して

います。参加態度やレポートで

評価します。 

 

消防・防災に関し学生自らプロ

グラムを計画・体験し、それ基

に消防・防災に関する新たな事

業等の提案や提言を各自がまと

めます。参加態度、報告やレポ

ートで評価します。 

 

「社会共生実習ⅢA」（前期） 「社会共生実習ⅢB」（後期） 

第７セメスター 第８セメスター 

被災地支援や海外の機関とのネ

ットを通じた交流（予定）と、

消防・防災に関し学生自ら研究

を計画します。参加態度、報告

やレポートで評価します。 

第 7 セメスターでの研究を継続

し、卒業論文ないしは卒業研究

に自己の研究をつなげ、消防・

防災に関する研究結果に基づく

提案や提言を各自がまとめま

す。参加態度、報告やレポート

で評価します。 

 

201９年度の 

活動スケジュール 

概要 

4 月から6 月：防災救急救命の基礎知識の習得（学内）、被災地支

援や国際交流（３、５、7 セメ） 

7 月：人と防災未来センター等の見学と講義（学外） 

（3 セメ中に普通救命救急講習に参加＜学内外＞） 

９月：上級救命講習の受講（学外）；５、７セメ受講者は各自計画 

10 月：普通救命講習の補助担当；６、８セメ受講者は各自実施 

11 月：地域防災活動参加（学外）；6、８セメ受講者は各自実施 

12 月から 1 月：総括と報告 

＜金曜日1 講時 2 講時、土曜日、日曜日などに適宜、実習を実施

します。受講希望者は金曜日２講時に（できれば金曜１講時も）

他の授業を選択しないでください＞ 

 

担当者からの 

メッセージ 

（留意点など） 

土曜日、日曜日、祝日の行事が多いので、クラブ、サークル活動に

参加している学生は、受講前に栗田まで相談してください。 

skurita@soc.ryukoku.ac.jp 
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2019 年度「社会共生実習（雑創の森プレイスクールプレイワーカー）」概要 

 

  

４ 

こちらのプロジェクトは 

追加募集を行いません。 
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2019 年度「社会共生実習（大学は社会共生に何ができるのか－文化財から“マネー”を創出する－）」概要 

 

  

５ 

こちらのプロジェクトは 

追加募集を行いません。 
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2019 年度「社会共生実習（お寺で地域づくりプロジェクト）」概要 

プロジェクト名 お寺で地域づくり プロジェクト 

担当者名 古荘匡義 

プロジェクトの概要 

下記 3 箇寺を実習先として、こども食堂（覚成寺）や高齢者の

サロン（満福寺）、西本願寺の門前町活性化の活動（一念寺）など、

寺院を中心としたさまざまな地域活動に参加しながら、地域コミュ

ニティにおける宗教の役割について体験を基に理解してもらうこ

とを目的としています。 

本実習は、2018 年度のコミュニティマネジメント実習をベー

スにしつつ、3 学科の方すべてが参加できる社会共生実習の枠組み

に移して実施します。2018 年度は、寺院の活動に参加しながら、

寺院内外でのパブリックリレーションズ（PR、広報・広聴）の構

築に重点を置いて活動を行っています。たとえば、寺院の外の地域

社会との間で、あるいは寺院内で活動しているメンバー同士で自分

自身の活動について共有し、関係性を深められるように、実習生が

各実習先に合った仕方で関与しています。2019 年度も同様の関

与をさらに展開していく予定です。 

募集学生数 上限  10名、下限  ４名 

活動場所 

一念寺（京都府京都市） 

満福寺（滋賀県栗東市） 

覚成寺（岐阜県安八郡安八町） 

ただし、現在、実習先の調整中であり、実習先の変更がありえます。 

成績評価方法 

 
※実習科目ですので、1 セメス 

ターにつき60時間以上の実 

習（うち 40 時間は原則とし 

て学外）を要します。 

１年目前期 １年目後期 

第 3・５・７セメスター 第 4・６・８セメスター 

各実習先の活動内容や状況を

把握し、実習先の活動に参加し

ながら、各実習先での活動目標

の設定に積極的に関与できる。

成績は実習参加への積極性と、

目標設定への貢献によって評価

する。 

 

他の実習生と協働しながら、前

期に設定した目標の達成のため

に貢献できる。成績は、目標達

成の度合と、報告会・報告書の

質や貢献度によって評価する。 

２年目前期 ２年目後期 

第５・７セメスター 第６・８セメスター 

６ 

※人数は目安です 



11 

 

各実習先だけでなく、寺院や

地域社会の置かれた状況を把握

した上で、各実習先での活動目

標の設定を提言できる。成績は

実習参加への積極性と、目標設

定への貢献によって評価する。 

 

他の実習生と協働しながら、

前期に設定した目標の達成を主

導できる。成績は、目標達成の

度合と、報告会・報告書の質や

貢献度によって評価する。 

３年目前期 ３年目後期 

第７セメスター 第８セメスター 

各実習先だけでなく、寺院や

地域社会の置かれた状況を把握

した上で、各実習先の活動に新

たな展開をもたらすような活動

目標を設定できる。成績は実習

参加への積極性と、目標設定へ

の貢献によって評価する。 

 

前期に設定した目標の達成のた

めに、実習先と連携を取りなが

ら、プロジェクトを運営・管理

できる。成績は、目標達成の度

合と、報告会・報告書の質や貢

献度によって評価する。 

201９年度の 

活動スケジュール 

概要 

4～5 月に実習先との顔合わせをした後、各実習先に月に 1 回程

度行き、各実習先の活動に参加する。毎週の実習（金曜 2 講時の

予定）で、活動の方向性を定めるための相談や、実習の準備、関係

書籍の講読などを行う。前期の授業期間中に各実習先での活動目標

を明確にし、その目標を夏休みから後期にかけて実現していく。 

 また、1 月～2 月に西本願寺にて 3 つの実習先の方を招いて実

習の報告会・交流会を開催し、学生の学びを定着させるとともに、

実習協力寺院の交流の場を提供する。実習報告書を作成する。 

担当者からの 

メッセージ 

（留意点など） 

 CM 学科の方は、CM 実習と同様のやり方で、他学科の方とも交

流できる実習だと考えて結構です。どうかご参加ください。 

毎週の実習は金曜 2 講時に設定する予定です。もし履修したい

が 2019 年度金曜 2 講時に別の授業に出席予定だという方は、で

きるだけ早くメールでご連絡願います。 

 実習先のイベントすべてに参加できないと実習を履修できない

のではありません。実習先のイベントには都合のつく方が参加し、

実習の活動目標などは全員で考えています。現在参加中のイベント

は、こども食堂が第 4 水曜の17 時半から、高齢者サロンが第 4

木曜の13 時半からです（一念寺には定期的なイベントがない）。

現在満福寺のサロンには実習生が誰も行けていませんが、サロン参

加とは別の形で企画を進めています。融通は利くと思います。 

 お寺の中に入ってみると、「中の人」は相当面白いですよ。 

※質問等はメールでお願いします：tfuruso@soc.ryukoku.ac.jp 
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2019 年度「社会共生実習（伏見の食材を活かした特産品づくりと地域連携）」概要 

 

プロジェクト名 伏見の食材を活かした特産品づくりと地域連携 

担当者名 坂本清彦 

プロジェクトの概要 

とうがらし、もも、寒天、淡水魚、日本酒など、京都伏見ゆかり

の食材を使って「伏見のお土産」開発を目指すプロジェクトに参画

します。商品開発では、食品流通の専門家、行政、障がい者が農業

に携わる農福連携事業を進める社会福祉法人など、さまざまな人た

ちとも協力します。農林水産業や食が多様な地域の人々とつなが

り、地域アイデンティティや活性化に貢献できることを商品開発の

実地経験を通じて学びます。 

募集学生数 上限 5 名、下限 3名 

活動場所 

（一社）日本食育者協会（京都市伏見区納屋町 131） 

食を喜び、食を学び、知恵と文化を伝える食育者を支援し、地域、

食文化、一次産業の発展を目指す一般社団法人。主宰者は地元商店

街の歴史のある食品小売業者で、地元内外の一次・食品産業関係者

に幅広いつながりを持ち、上記プロジェクトを運営中。 

成績評価方法 

 
※実習科目ですので、1 セメス 

ターにつき60時間以上の実 

習（うち 40 時間は原則とし 

て学外）を要します。 

１年目前期 １年目後期 

第 3・５・７セメスター 第 4・６・８セメスター 

 学生でチームを編成し、商品

開発の対象とする食材を選択

し、協力して基礎調査立案、実

施、結果を報告。チームへの貢

献度、分担役割の完遂度を評価。 

 学生チームを編成し、前期に

基礎情報を集めた食材を用い、

商品を実際に開発、お披露目す

る。開発チームへの貢献度、分

担した役割の完遂度を評価す

る。 

201９年度の 

活動スケジュール 

概要 

 前期は、基礎調査として、商品開発の対象とする地元関連農林水

産物を選択し、生産状況や歴史、商品開発の可能性を評価し、特産

商品の提案、発表をします。 

 後期は、前期になされた商品提案をもとに、特産品となりうる商

品を実際に開発し、お披露目します。 

担当者からの 

メッセージ 

（留意点など） 

 伏見の歴史と伝統に彩られたいろいろな地域資源、なかでも食を

通じた地域づくりに力を貸してください。農林水産業、食、福祉、

歴史などいろいろな関心をもち、地域の方々や他のメンバーと協力

して目標を達成するスキルや姿勢を身につけたい学生さんを歓迎

します。 

７ 

※人数は目安です 


	１．追加募集チラシ(後期履修説明会にて配布)
	（追加募集用）2019年度「社会共生実習」プロジェクト紹介冊子

